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近年，訪日外国人観光客の増加に伴い，その観光形態もさらに多様化してきている．特に 2 回目

以降日本に訪れる観光客は日本の文化に触れたり何かを体験したいといった回答が多く，観光

客の増加を今後も長期的に継続していくためにも外国人観光客の多様な観光形態に対して的確にニ

ーズを捉えていかなければならない．その中で，我が国においてはナイトライフ観光というものに

注目が集まってきている．2016 年には風営法も改正され，ナイトライフ観光の促進へ向けて追い風

が吹いている．本研究では訪日外国人観光客にとっての日本のナイトライフ観光のイメージを抽出

し日本にけるナイトライフ観光において重要となる要件を整理することで，ナイトライフ観光の促

進の一助となることを目的とする． 
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1. はじめに 

 

 (1) 本研究の背景 

わが国の訪日外国人観光客は 2011 年の東日本大震災

以降，増加傾向にあり 2013 年から過去最高を更新し続

け，2016年には 2000万人に達した．1) 2020年には東京オ

リンピック・パラリンピックも控えており，観光庁は

「明日の日本を支える観光ビジョン構想会議」2)におい

て，2020年訪日外国人旅行者数 4,000万人を目標として

いる．訪日外国人旅行者が増加することで，経済成長や

地域活性化にも期待がかかる． 

一方で，図-1 に示す観光庁が毎年行っている「訪日

外国人消費動向調査」3)の結果によると，訪日外国人 1

人当たりの旅行支出は減少しており，日本滞在中での消

費行動が少なくなっていることが伺える． 

また，現在の訪日外国人旅行者数の伸びを長期的に維

持するのは難しいとの指摘もあり，今後のインバウンド

観光発展のためには，観光客が何を目的として日本に訪

れているのかを適確に把握しプロモーションをしていく

必要がある．実際，「訪日外国人消費動向調査」3)の結

果によると，次に日本に訪れた際には日本の文化に触れ

たい，何かを体験したいといった回答が増える結果とな

っており，今後はより多様になる観光客のニーズを捉え

ていかなければならない． 

 

図-1 訪日外国人観光客の推移と訪日外国人旅行者 1人 

当たりの旅行支出額の推移 1)3） 

 

ところで，このように多様な観光形態が広がる中で，

近年ナイトライフ観光というものに注目が集まっている．

我が国においても，2016年 6月に風営法が改正され，午

前 0時～6時に酒類を提供する店を新たに「特定遊興飲

食店営業」と分類することでクラブ等が原則 24 時間営

業可能となった．観光庁も「明日の日本を支える観光ビ

ジョン構想会議」2)において新たな観光資源の開拓とし

てナイトタイムの活用を進めようとしている． 

しかし，DBJ（株式会社日本政策投資銀行）と JTBF
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（公益財団法人日本交通公社）が行った調査 4)によると

訪日外国人の日本に対するイメージとしてナイトライフ

を楽しむことに対する期待は低い結果となっており，我

が国におけるナイトライフ観光に対するインフラ整備は

遅れていると言えよう． 

我が国においては風営法も改正されたばかりで，ナイ

トライフに関する明確な定義もない．我が国において夜

間観光活動を考える上で，ナイトライフの進んだ世界の

都市から事例を学び，観光産業発展につなげていくこと

は喫緊の課題である．さらに，外国人観光客に対しては

日本のナイトライフを通じて，日本文化の発信をしてい

くことが訪日外国人観光客の増加，ひいてはインバウン

ド観光の発展につながるのではないかと考えられる． 

 

(2) 研究の目的 

以上の背景を踏まえて，本研究では訪日外国人観光客

にとっての日本のナイトライフは何であるのか，外国人

観光客向けの情報媒体からテキストマイニング分析を行

い，日本のナイトライフに対するイメージを抽出するこ

とで，日本のインバウンド観光の新たな可能性について

考察することを目的とする．また，今後の日本のナイト

ライフ観光を発展させていくための一助とする． 

 

 

2. 既往研究の整理と本研究の位置づけ見出し 

 

(1) 見出しのレベル既存研究の整理 

風営法の改正に伴い，ナイトライフまたはナイトライ

フ観光に関する研究も少しずつではあるが増えてきてい

る．また，訪日外国人観光客の増加に伴い，外国人観光

客の観光行動に関する研究や観光地のイメージに関する

研究など数多く存在している．そこで本研究に関係のあ

る研究としてナイトライフに関連する研究および都市の

イメージに関する研究として分類し，まとめる． 

a) ナイトライフに関する研究 

池田 5)は国内外のナイトライフおよびナイトライフ観

光に関する既存研究の展望を行い，世界におけるナイト

ライフ研究の動向をまとめた．ナイトライフに関する研

究は 2010 年代以降増加しつつあるが，アジア圏と欧米

圏とでナイトライフの語義が異なることを明らかにした．

また，池田ら 6)は東京の夜間経済や夜間観光の発展可能

性を視野に，東京における若者向けのナイトライフ観光

の特性を明らかにした．クラブ・ライブハウスを実態に

則した数値を基に地理的分布を見ると，渋谷区・新宿

区・港区に集中していること，中でも渋谷区・港区にお

いては訪日観光に注力しておりナイトライフツアーや関

連サービス業の顕在化がみられた．山村ら 7)は東京大都

市圏内部レベルにおける知識産業の立地要因を，市区町

村レベルデータの一般的なサービス業と比較しつつ，実

際に大都市圏における空間分布の俯瞰的把握とあわせて

分析することで，「才能（知識労働者）の地理的分布」

よりも「アーバニティ」としての食・ナイトライフ・都

市化経済が立地因子として強く働くことを明らかにした．

栗原ら 8)は初めて訪日した旅行者と訪日リピーターを観

光消費の観点から比較することで，訪日リピーターの方

が、消費額が小さくなる傾向があることを明らかにした．

また，初訪日旅行者と訪日リピーターの期待度の差に着

目すると，日本の歴史・伝統文化体験や生活文化体験，

ナイトライフはリピーターの期待度が減少することが明

らかになった． 

b) 都市のイメージに関する研究 

大久保ら 9)は情報源として海外版旅行ガイドブックと

旅行口コミサイトを取り上げ，その言語内容をテキスト

マイニングにより解析し，観光地イメージに関する情報

を抽出している．谷口ら 10)は 27 都市を対象にツイート

数や頻出キーワードに関する分析を行った．ツイートの

量としては各都市間で大きな差が存在し，ツイートに出

現するキーワードの内容は，その時々の都市の状況や観

光資源に大きく影響を受ける流動的な性格が強いと言及

している．森田ら 11)は前橋市の利根川左岸の居住者を対

象とするアンケート調査データを用い，語と語の共起関

係を分析することにより，居住者が抱く都市のイメージ

について，自由記述データから定量的に把握する 1つの

方法を示した．村上ら 12)は英語のブログから東京都，北

海道，石川県を対象に観光地のイメージを形態素分析に

より分析している． 

 

(2) 本研究の位置づけ 

これまでの研究において，池田5)6)は世界のナイトライ

フ研究の動向や日本での発展可能性について地理学的視

点からまとめた．しかし，国内のナイトライフ観光研究

では，この「ナイトライフ」の観光資源の具体性が明示

されておらず，それに関する研究も行われていない． 

また，観光に関する研究においても，ナイトライフと

訪日外国人観光客の行動を関連付けた研究はあるものの，

ナイトライフそのものに焦点を当てた研究は見受けられ

ない． 

以上より，本研究では東京におけるナイトライフの観

光資源とは何であるのか，明らかにしようとする点に特

徴がある． 

 

 

3. 基礎概念の整理・定義 

 

a) ナイトライフ観光の定義 

池田 5)も述べていたがナイトライフおよびナイトライ
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フ観光に関する研究におけるナイトライフの定義は，ア

ジア圏と欧米圏と異なっており，前者はより広義である

のに対し，後者では特定の施設を訪れることや観光資源

としての側面が強いといった現状がある． 

一方で，2016 年 4 月にオランダのアムステルダムで

「ナイトメイヤーサミット」13)が開催されており，ナイ

トライフの充実により都市に文化的価値，経済的価値，

社会的価値の 3つの価値が生まれると言及されている．
14) 

そこで，本研究においてはこれら 3つの価値を考慮し，

これらを踏まえた夜間観光のことを総称してナイトライ

フ観光と定義する． 

b) 風営法改正の経緯 

風営法とは正式には「風俗営業等の規制及び業務の適

正化等に関する法律」と言い，1948年に制定された．過

去には 30 回ほど改正されているが，本研究に関わるク

ラブ営業やダンス営業についての法律の見直しは 2015

年 6月に可決され，2016年 6月に施行された．この改正

での大きな変更点はダンス営業に関する規制緩和とクラ

ブ営業の営業時間の延長が挙げられる．改正により変更

となった点を図-2にまとめる． 

 

 

図-2 風営法改正の概要 15） 

 

 

4. テキストマイニング分析によるイメージ 

の抽出 

 

(1) 分析手法 

本研究では，訪日外国人観光客が持つ日本が提供して

いるナイトライフに対するイメージを抽出するために，

外国人観光客向けの情報媒体からナイトライフに関係の

ある記事を抜き取り，テキストマイニング分析を行うこ

とで現状を把握する．分析に用いる媒体としては英語版

旅行ガイドブックの「Lonely Planet」16)と地域密着型のシ

ティガイド誌のWEBサイト版である「Time Out」17)で，

それぞれ東京都特別区を対象としたデータを用いる． 

これらのデータを用いる理由として，「Lonely Planet」

に関しては過去の研究でも述べられている通り，世界一

のシェアを誇る英語の旅行ガイドブックであり，写真よ

りも文字が豊富で，テキストマイニング分析を行う上で

適している．さらに編集者が日本人ではないことから日

本人が海外に与えようとしているナイトライフのイメー

ジではなく，外国人観光客の目線により近いナイトライ

フのイメージを抽出できると考えたためである．続いて，

「Time Out Tokyo」は「Time Out」という全世界のローカ

ル情報に特化したメディアの東京版で，これもまた外国

人旅行者が訪日前に訪れるWEBサイトＮo.1を誇り，多

くの外国人観光客の目に触れていると考えたためである．

また，「Time Out Tokyo」の観光情報のカテゴリーの一

つに「Nightlife」の項目があり，本研究においてはこれ

に関する記事を用いる． 

書籍と WEB サイトからそれぞれデータに用いる理由

としては図-3に示すように近年，観光情報誌や旅行ガイ

ドブックよりもSNSやブログ，旅行サイト等インターネ

ットを参考に観光する外国人旅行者が増えており，情報

に偏りを生じさせないためにも 2種類の媒体を用いて分

析を行っていく．なお，テキストマイニングの分析にあ

たり代表的なソフトであるKH Coder18)を使用した． 

 

 

図-3 出発前に得た旅行情報源で役に立ったもの 3) 

 

(2) 基礎集計 

表-1に「Lonely Planet」と「Time Out」のテキストデー

タの基本情報について示す．  

 

表-1 テキストの基本情報 

 
総抽出語

数 
使用 

異なり語

数 
使用 

Lonely 

Planet 
14,387 6,644 3,556 2,912 

Time Out 19,785 9,157 4,032 3,623 

 

続いて，表-2に「Lonely Planet」と「Time Out」の総抽出

後のうち，名詞上位 30語を示す． 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

日本政府観光局ホームページ

旅行会社ホームページ

宿泊施設ホームページ

航空会社ホームページ

地方観光協会ホームページ

宿泊予約サイト

口コミサイト（トリップアドバイザー等）

ＳＮＳ（Facebook/Twitter/微信等）

個人のブログ

動画サイト（YouTube/土豆網等）

その他インターネット

テレビ番組

旅行会社パンフレット

旅行ガイドブック

新聞

旅行専門誌

その他雑誌

自国の親族・知人

日本在住の親族・知人

日本政府観光局の案内所

旅行の展示会や見本市

その他

特になし
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表-2 抽出語のうちの名詞上位 30語 

Time Out 
順位 

Lonely Planet 

名詞 頻度 名詞 頻度 

bar 147 1 line 101 

restaurant 74 2 bar 92 

night 49 3 exit 92 

nightlife 42 4 beer 42 

club 41 5 drink 36 

place 35 6 cafe 35 

pub 35 7 tea 32 

drink 32 8 night 31 

floor 32 9 coffee 26 

area 31 10 nightlife 26 

spot 29 11 club 25 

day 28 12 charge 20 

food 26 13 cocktail 19 

cocktail 25 14 place 19 

year 25 15 ticket 19 

thing 24 16 music 18 

music 23 17 city 16 

beer 22 18 building 15 

shop 22 19 crowd 15 

menu 21 20 food 15 

time 20 21 cover 14 

house 18 22 option 14 

sake 18 23 sake 13 

selection 18 24 craft 12 

street 18 25 day 12 

building 17 26 west 12 

space 17 27 art 11 

station 17 28 floor 11 

party 16 29 jazz 11 

event 他 16 30 shop 他 11 

 

表-2 より，「Lonely Planet」に出現している頻出単語と

しては line，exit，westといった移動に関する単語が頻出

し，電車での移動を考慮した観光客向けの旅行ガイドブ

ックならではの特徴が見て取れる．一方で，「Time Out」

に出現している頻出単語としては house，street，spot，

area といった空間や場所に関する単語が多い．また，

party，eventといったリアルタイムならではの情報が出現

している点がインターネットならではの特徴であると言

える．また，飲食の観点から見ると「Time Out」では基

本的には飲酒を伴う単語が頻出しているのに対し，

「Lonely Planet」ではcafé，tea，coffeeといった喫茶店を連

想させるような単語が出現しており，このことから

「Lonely Planet」は飲酒だけを夜間観光として取り上げる

のではなく，夜はゆっくりと過ごすなど多様な夜間観光

について言及しているということがわかる． 

 

(3) 共起ネットワーク 

続いてテキストマイニング分析を行い，特徴語同士の

共起関係を見ていく．「Lonely Planet」及び「Time Out」

について共起ネットワーク図をそれぞれ図-4，図-5に示

す． 

 

 

図-4 「Lonely Planet」の共起ネットワーク 

 

 

図-5 「Time Out」の共起ネットワーク 

 

図-4 より「Lonely Planet」の共起ネットワークで示さ

れている抽出語を分類すると大きく 5つに分けられた． 

① line、exit、Ginzaといった地名、移動に関するもの 

② food、beerといった飲食に関するもの 

③ music、Artといった音楽や文化に関するもの 

④ Sun、Satといった営業時間や日にちに関するもの 

⑤ wooden、teaといった喫茶店に関するもの 

これらの結果から「Lonely Planet」では電車での移動を

考慮しており、終日深夜までナイトライフを楽しむとい

うよりは音楽や体験型観光，文化を楽しむといったナイ

トライフに対する多様なイメージを抽出することができ

た．そもそも「Lonely Planet」自体が持ち運びを想定して
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いる旅行ガイドブックであり，日本に初めて来る人でも

気軽に楽しめるようなナイトライフのイメージを与えて

いると言える． 

続いて図-5 より「Time Out」の共起ネットワークで示

されている抽出語を分類すると，Shibuyaと bar，Asakusa

と snack など一部の都市の特徴を示す共起関係が多くみ

られた．また，nightlifeと late-nightが強い共起関係で結ば

れていることから深夜遅くまでの観光行動による，ナイ

トライフのイメージを与えている． 

では，それぞれの都市が与えるイメージはどうなって

いるのか，より詳細に見るために都市ごとのイメージを

見ていく． 

図-6～図11にそれぞれ6つの区における共起ネットワ

ーク図を示す．図-6 より江東区では飲食に関する記述

の他に日本文化や祭りに関する単語が抽出された．辰巳

新道や富岡八幡宮といった観光資源に対するイメージを

与えていることが．図-7 より港区では girl，stage，

performer といったナイトクラブに関する六本木をイメー

ジさせる単語が抽出された他，クルージングに関する単

語が抽出された．一方で，アートや芸術に関する単語は

抽出されることはなく，「Lonely Planet」との間に港区に

対するイメージの乖離が生じていることが明らかになっ

た．図-8 より渋谷区では，音楽に関する単語や，地下，

壁と言った閉鎖的な空間をイメージさせる単語が抽出さ

れた．図-9 より新宿区では，飲食に関する単語が多く

抽出され，多様な食事に対するイメージを与えている． 

 

図-8 渋谷区の共起ネットワーク 

 

 

図-9 新宿区の共起ネットワーク 

 

 

図-10 台東区の共起ネットワーク 

 

図-6 江東区の共起ネットワーク 

 

 

図-7 港区の共起ネットワーク 

第 58 回土木計画学研究発表会・講演集

 5



 

 

 

図-11 中央区の共起ネットワーク 

 

図-10 より台東区では街の建物や風景，飲食に関しても

日本食に関する単語が抽出され，傾向としては江東区と

似たイメージが抽出された．最後に，図-11 より中央区

ではブランドに関する単語と歌舞伎と言った単語が抽出

され，消費的側面と文化的側面がイメージされる結果と

なった． 

このように，都市間の比較により文化的なナイトライ

フのイメージを与えている都市，買い物や飲食などの経

済的な面で，ナイトライフのイメージを与えている都市

に大まかに分けることで，それぞれの都市の持つナイト

ライフ観光のイメージを明らかにした．文化的側面から

見ても日本文化をイメージさせるものと風営法改正に伴

う音楽等新しいナイトカルチャーをイメージさせるよう

なものに分けられ，経済的側面から見ても日本の伝統料

理や郷土料理と飲酒を楽しむもの，食事の多様性をイメ

ージさせるもの，食事をする場所をイメージさせるもの

や狭い，地下といった食事をする際の空間をイメージさ

せるものに分類することでそれぞれの都市のナイトライ

フ観光のもつ資源の特徴が明らかになった． 

 

 

5. おわりに 

 

(1) 今回得られた知見  

本研究では，英語版旅行ガイドブックの「Lonely Planet」

と地域密着型のシティガイド誌のWEBサイト版である

「Time Out」からテキストマイニング分析を行うことで，

外国人観光客から見た東京のナイトライフのイメージを

抽出した．「Lonely Planet」からは音楽や文化を楽しむと

いったイメージを抽出することができた．対して，

「Time Out」からは飲酒に関する特徴語が頻出し，主に

深夜の時間帯のナイトライフをイメージさせる結果とな

った．また，都市ごとに大きく特徴が異なる結果となり，

それぞれの都市に注目してみると，街の雰囲気や歌舞伎

等，文化的側面からナイトライフを提供している都市，

飲食や買い物といった経済的側面からナイトライフを提

供している都市，風営法改正に伴ってクラブやライブハ

ウス等，音楽的側面からナイトライフを提供している都

市に分類することができた． 

 

(2) 今後の予定 

今回行ったテキストマイニング分析により，外国人観

光客に与える東京のナイトライフのイメージを抽出する

ことができた．しかし、実際に外国人観光客が求めてい

るものに関しては現状分かっていない．これらを明らか

にするため，トリップアドバイザーなどの口コミサイト

やアンケート調査により実際にどのような点に満足した

かなど，訪日外国人観光客の意見を取り入れた分析をす

る必要がある． 

また，イメージという抽象的かつ定性的な観点からの

みでナイトライフの発展可能性を考えていくのではなく，

定量的な観点から各都市にどのようなナイトライフの特

徴があるか，イメージと都市の実態との間にどのような

乖離が生じているかを探っていく予定である． 
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THE STUDY ON THE IMAGE OF NIGHTLIFE SIGHTSEEING IN TOKYO AREA SEEN 

FROM FOREIGN VISITORS TO JAPAN. 

 

Daichi AIZAWA, Yoshihide NAKAGAWA 
 

In recent years, along with an increase in the number of foreign tourists visiting Japan, the sightseeing style is becoming 

more diversified. In particular, for tourists visiting Japan for the second time or more, there are many responses such as 

touching Japanese culture and experiencing something. Therefore, in order to continue the increase of tourists for a long 

time in the future, we must properly capture needs for foreign tourists' diverse tourism forms. Among them, attention is 

gaining attention in nightlife tourism in Japan. The Entertainment Establishments Control Law was also amended in 2016, 

and movement toward the promotion of nightlife sightseeing is active. In this research, we aim to promote nightlife 

sightseeing by extracting the image of Japanese nightlife sightseeing for foreign tourists visiting Japan and organizing the 

important requirements in nightlife sightseeing in Japan. 
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